
 

 

 

 

 

「いじめゼロ」の取組と「親子で考える道徳」 
子供たちの「他者への思いやりや規範意識を育むこと」は，本校の学校経営の方針の一つです。一人一人の人

権を尊重し，いじめをしない，させない，許さない集団づくりを目指しています。全国でも多くのいじめが小学校で

認知されています。主な要因として，冷やかしやからかい等，言葉によるものが半数以上とされています。スマート

フォンやゲーム等のメディアの発達により，子供たちが過激な言葉に触れる機会が多くなっていることから，日常会

話の中にも，友達への配慮の足りない言動が目立っているように感じます。本校では，学級で考えた「ふわふわ言

葉」を掲示したり，道徳の授業を実施したりする等，いじめの根絶に向け，様々な活動をしてきました。その中のいく

つかを紹介いたします。 

〇ポスターや標語の掲示 
人権意識を，常に高められるように，学級内や校内に様々な 

ポスターや「いじめゼロ標語」を 1年中掲示しています。 

〇代表委員の活動，いじめゼロ標語作成 
代表委員の児童が中心となり，「いじめゼロ集会」が開かれました。全児童が考えた「いじめゼロ標語」を， 

学級の代表児童が発表しました。そして，「宇都宮市いじめゼロ宣言」を全員で唱和しました。「いじめをしな

い・負けない・許さない」，その思いを深く胸に刻みました。全員のいじめゼロ標語は，いつも児童の目に触れ，

意識を高めることができるよう，各階の廊下に掲示してあります。 

 

 
 
〇道徳の授業 
思いやりや公平の内容を扱った 
道徳授業を実施しました。西小で 

は，児童が思いやりをもって人と 

関わることができるよう，「考える 

道徳」を実施し，道徳の授業に， 
力を入れています。 

 

〇学校生活アンケートや 

教育相談の実施 
    年２回の教育相談に加え，年 

 ４回の学校生活アンケートを実施 

 し，児童の相談にのり，児童理解 

に努めています。 
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〇親子で考える道徳 
一人一人の違いや，得意不得意を認めること，自分や友達のかけがえのない名前を大切にすること，インターネ
ットでのやりとりの問題等，保護者の皆様と考える「親子で考える道徳」を実施しました。ご理解とご協力をありが
とうございました。家庭で，お子さんと一緒に考えることで，思いやりの心や規範意識を高めていきたいと思います。
また，取り組んだ課題を児童指導だよりにて全校で共有することで，さらに道徳的心情を育むきっかけとしていき
たいと考えています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～道徳について，お子さんと一緒に考えてみた感想～ 

 

【１年生の保護者より】 
〇「できないこと」に目を向けるのではなく，「できること」や「チャレンジしていること」に目を向けることが成長につな
がると思います。お友達が元気になる言葉を掛けられる人になってほしいです。 
〇皆にできることができないと恥ずかしいと考えたり，できないことを見つける方が簡単だと思ったりする場面がある
けれど，子どもたちには，「あの子は，○○は苦手だけど，○○はすごく上手。」という考え方ができるよう，サポート
できたらと思います。 
〇どのような言葉や態度，仕草や雰囲気が，友達にいやな思いをさせるか気付くことができたのではと思います。自
分がされて嫌なことは人にもしない。常に感謝の心をもって接することのできる子になってくれたらよいです。 
〇どうしても他の子と比べてしまいがちですが，子ども一人一人の個性を認めていきたいです。 
〇難しかったけれど，やさしい言葉をかけることや，みんな違いがあってみんないいということを，考えられたようでし
た。 
【２年生の保護者より】 
〇誰にでも，できることやできないことがあります。努力する人を笑ったりバカにしたりするのはよくない。あきらめずに
前を向くことで努力は実を結び，実らなかったとしてもチャレンジする気持ちを持ち続けてほしいです。 
〇自分で，友達のそれぞれの個性を認められるように育っていってほしいです。 
〇頑張っているときに，どんな言葉をかけてほしいか，たくさん考えていました。子どもが頑張っているときに親が掛け
る言葉にも気を付けていきたいです。 
〇できないことばかりを見るのではなく，できなくても頑張ることやチャレンジすることが大切であると気付ける人にな
ってほしいです。 
〇「できないことはみんなある。」という言葉を捉えて，前向きにチャレンジしていってほしいです。 
〇自分は気にならないことでも，相手は気にすることがあります。人と自分の違いを認めるところからいじめがなくな
るのではないかと思います。学校でもそれ以外でも，みんながお互いを思いやれるようになるとよいと思います。 

 子どもたちは，
できないことがあ
っても恥ずかしく
ないんだと再認識
したようです。一
緒にやろう。大丈
夫だよと声を掛け
たいと考えたよう
です。 


